
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二つ橋小学校では、5 月、運動会の暑さ対策を話し合う中で、先生方から「半日開催の運動会」のアイデアが

出されました。多くの議論を経て、今年度からの実施となりました。 

今月号のテーマは、行事。校内ではたくさんの行事が計画的に実施されています。各校で教育課程の編成
や業務改善を行っていく中で、学校行事の時期や内容なども見直されています。 
今月ご紹介する学校は、プロジェクトチームを立ち上げ、働き方改革について「やれそうなところ」から取り組
み始めています。 

 9月 25日（水）、萩生田文部科学大臣、佐々木大臣政務官が、教職員の働き方改革の取組を視察するため、鴨居中学校を訪問

されました。鴨居中学校や横浜市の進めている取組についての必要性や重要性の理解を深めていただくよい機会になりました。 

・種目が減り、準備時間が少なくなりました。そ

の分、先生たちも授業準備ができ、子どもた

ちもゆとりをもって学習ができました。 

・演技はブロックで取り組んだので、子どもた

ちの教え合いが見られました。 

・先生たちが種目の意図などを話し合うことに

よって共通理解が図れました。 

・半日開催で子どもの集中力が切れなかった

せいか、徒競走で転ぶ子がいませんでした。 

・プログラム数が少ない分、１つ１つの種目に

じっくり取り組むことができました。 

・ダラダラ感がなく、時間内に終わるような

意識をみんながもっていて、テンポがよか

った。 

・お弁当を作ることや場所取りの必要がなく

てよかった。 

・ミストが熱中症対策としてありがたかった。 

・（６年生保護者）最後の運動会だったの

で、もっとたくさんの時間、運動会を見たか

った。 

・時間が短くて集中できた。 

・午前中全力を出し切ったので、午後ゆっ

くり休めた。 

・慌ただしかったため、他の学年の競技が

見られなかった。 

・家族と一緒にお弁当が食べたかった。 

 

 

子どもたちの健康面を第一に考えて半日開

催の決断をしました。今年からの取組でした

が、先生方のこれまでの熱心な話合いと努力

で、当日は子どもたちのキラキラ輝く場面が

たくさん見られました。 

※欠席連絡を自動応答の電話や電子メールで受け付けるシステム 
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 9 月は運動会や成績処理など、一年間の中でも繁忙期だったのではないでしょうか。ですが 9 月の時間

外勤務の割合では、80 時間超の割合や 45 時間以下の割合で昨年度よりも良い傾向が出ました。時間を意

識した働き方が各校で進められていると感じます。 

時間外勤務 80時間超が昨年 9月よりも 約 1割 減 

（１）「教職員の働き方改革プラン」達成目標との比較・推移（2019 年 10 月 7 日時点） 

（２）時間外勤務（2019 年 9 月）の詳細 

時間外勤務月 80 時間超の 

教職員の割合 

19 時までに退勤する 

教職員の割合 

０％ 

70％以上 

15.8％ 
    

8.2％ 34.6％ 1.0％ 
    

65.9％ 
    

62.8％ 67.6％ 85.8％ 
    

 

 

 

 

 

 

 

 


